
平成26年度 計根別小学校入学式
　　　14名が入学

入学にあたり交通安全協会より交通安全のしおりを贈呈
「車には気を付けて元気に登校してネ‼」
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葛 西　大 翔 君
葛西 裕之さん（西計根別）
トラクターの運転手

根 元　美 怜 ちゃん
根元 大樹さん（東西竹）

パティシエ

須 崎 ななみ ちゃん
須崎みづえさん（東西竹）

ケーキ屋さん

氏 家　幸 矢 君
氏家 康夫さん（東計根別）
トラクターの運転手

高 橋 優里愛 ちゃん
高橋顕吾さん（共進）

アイドル

美 馬　善 二 君
美馬 英二さん（上標津）
お父さんの様になりたい

岡 崎　恋 菜 ちゃん
岡崎 知暢さん（常盤）

看護師さん

大 槻 みちる ちゃん
大槻 勝一さん（職員）
イルカの獣医さん

宍 戸　桃 花 ちゃん
宍戸 一哉さん（酪進）

漫画家

飯 島　　楓 ちゃん
飯島 裕治さん（中計根別）
バレーボールの選手

河 本 琉之介 君
河本慎太郎さん（共進）

酪農家

鈴 木　達 也 君
鈴木 直良さん（若竹）
トラクターの運転手

白 川　愛 叶 ちゃん
白川 友美さん（酪進）
マッサージ師

杉 本　鋭 兜 君
杉本 聡史さん（西竹）

酪農家

加 藤 蒼一朗 君
加藤　司さん（共進）
ウエイター

（組合員・職員の同居家族）

葛 西 大 翔

根 元 美 怜

須 崎 なな

氏氏 家家 幸 矢

高 橋 優里愛

美 馬 善

岡 崎 恋 菜

大 槻槻槻槻槻 みみちみちみちるる

宍宍宍宍宍宍 戸 桃 花花花花

飯飯 島島 楓

河 本 琉之介

鈴 木 達達 也也

白 川 愛 叶

杉杉杉杉杉杉 本本本本本 鋭鋭 兜兜兜兜兜兜兜

加 藤藤藤 蒼蒼蒼 朗朗朗

計根別小学校

西竹小学校
上春別小学校

上西春別小学校

大きくなったら何になりたいですか？
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第５８回

ＪＡ根室地区女性協議会通常総会
　

三
月
二
十
六
日
（
火
）
午
前
十
一
時

〜
根
室
農
業
会
館
に
て
「
第
五
十
八
回

Ｊ
Ａ
根
室
地
区
女
性
協
議
会
通
常
総

会
」
と
「
部
員
研
修
会
」
が
行
わ
れ
当

Ｊ
Ａ
か
ら
三
役
六
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

根
室
地
区
女
性
協
議
会
は
役
員
改
選

の
た
め
新
役
員
と
な
り
、
右
か
ら
Ｊ

Ａ
中
春
別
の
畠
山
友
子
さ
ん
（
会
長
）、

Ｊ
Ａ
標
津
の
熊
谷
幸
子
さ
ん
（
副
会

長
）、
Ｊ
Ａ
け
ね
べ
つ
の
長
谷
川
希
美

さ
ん
（
副
会
長
）、
Ｊ
Ａ
道
東
あ
さ
ひ

西
春
別
の
大
内
洋
子
さ
ん
（
監
事
）、

Ｊ
Ａ
中
春
別
の
斉
藤
道
子
さ
ん
（
監

新役員

佐藤瑠依さんの発表

議長を務めた中春別の浮川さんと味元副部長

矢部祐子さんの報告の様子

綱領朗唱

事
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
に
は
部
員
研
修
会
が
行

わ
れ
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
の
主
張
：
平

成
二
十
五
年
度
道
女
性
協
フ
レ
ミ
ズ
優

秀
賞
を
受
賞
さ
れ
た
Ｊ
Ａ
道
東
あ
さ
ひ

西
春
別
支
部　

佐
藤
瑠
依
さ
ん
の
発
表

と
、
海
外
農
業
視
察
研
修
に
参
加
し
た

Ｊ
Ａ
道
東
あ
さ
ひ
根
室
支
部　

矢
部
祐

子
さ
ん
の
報
告
を
頂
き
研
修
会
を
終
え

ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
お
疲
れ

さ
ま
で
し
た
。《

事
務
局　

沼
倉
亜
季
》
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年部　　　版

　

平
成
二
十
六
年
四
月
十
一
日
（
金
）
に
計
根
別
青
年
部 

第
六
十
三
回
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
に
当
た
り
久
保
部
長
よ
り
「
部
員
一
人
一
人
の
生

産
性
の
向
上
と
活
発
的
な
青
年
部
活
動
は
皆
さ
ん
に
と
っ

て
大
変
な
負
担
に
な
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
故
に
、

部
員
全
員
で
力
を
合
わ
せ
て
活
動
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
会
に
は
多
く
の
来

賓
の
方
々
が
ご
出
席
下
さ
り
、
西
塚
組
合
長
よ
り
「
青
年

部
活
動
を
通
じ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら
、

今
い
る
部
員
が
将
来
の
地
域
を
活
力
の
あ
る
物
に
す
る
た

め
に
、
精
一
杯
の
努
力
し
て
頂
き
た
い
」
と
挨
拶
を
頂
き
、

Ｊ
Ａ
根
室
地
区
青
協　

水
沼
副
会
長
か
ら
は
「
今
後
の
教

育
大
生
の
教
育
活
動
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
酪
農
体
験
を
組

み
込
む
こ
と
に
繋
が
っ
た
こ
と
は
管
内
青
年
部
の
結
束
に

よ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
を
通
し
て
青
年
部
活
動
は

必
ず
実
り
の
あ
る
も
の
に
な
る
と
思
い
ま
す
」
と
挨
拶
を

頂
き
ま
し
た
。

　

議
長
に
は
東
部
支
部
の
伊
藤
利
文
さ
ん
が
選
出
さ
れ
、

ス
ム
ー
ズ
に
議
事
進
行
し
て
頂
き
全
議
案
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

閉
会
に
当
た
っ
て
は
鹿
野
副
部
長
よ
り
「
消
費
拡
大
と

地
域
活
性
化
を
柱
に
し
、
青
年
部
員
の
皆
様
の
協
力
を
頂

き
な
が
ら
よ
り
活
発
な
活
動
を
展
開
し
て
い
き
た
い
」
と

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
青
年
部
活
動
へ
の
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。 

《
事
務
局　

石
川
》

通
常
総
会
開
催
!

第
六
十
三
回

久保部長による
開催の挨拶

水沼根室地区青協副会長より
ご祝辞「青年部活動が

教育カリキュラムを変えました!」

青年部綱領朗唱　多くの部員が出席致しました。

西塚組合長よりご祝辞
「若い力で

地域を盛り上げてほしい！」

乳質表彰　今年度は大成支部が２冠！

議長を務めて頂いた
東部支部

伊藤 利文さん

沖縄国際映画祭に持って行った横断幕

無事総会が終り、
ほっとする久保部長、鹿野副部長

鹿野「お疲れちゃーん」

乳
質
改
善
共
励
会

　
　

体
細
胞
の
部　

第
一
位　

大
成
支
部

　
　

生
菌
の
部　
　

第
一
位　

大
成
支
部
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沖縄国際映画祭

　

三
月
二
十
日
〜
二
十
四
日
の
五
日
間
、
沖
縄
に
て
第
六
回
沖
縄
国
際
映

画
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

来
場
者
数
三
十
八
万
人
、
今
年
初
め
て
行
わ
れ
る
那
覇
国
際
通
り
で
の

レ
ッ
ド
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
沿
道
は
五
万
八
千
人
の
人
々
で
埋
め
尽
く
さ
れ
ま

し
た
。

　

私
達
、
中
標
津
町
計
根
別
は
「
地
域
発
信
型
映
画
の
部
」
で
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
自
分
た
ち
の
地
域
の
魅
力
を
映
画
を
通
し
て
広
く

一
般
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
地
域
の
活
性
化
に
繋
げ
よ
う
と
い
う
試
み
で
、

Ｊ
Ａ
け
ね
べ
つ
青
年
部
は
二
年
前
よ
り
準
備
を
し
て
参
り
ま
し
た
。
映
画

の
タ
イ
ト
ル
は
「
ト
ッ
プ
」
バ
ツ
イ
チ
Ｕ
タ
ー
ン
酪
農
家
の
主
人
公
が
最

愛
の
娘
の
親
権
を
得
よ
う
と
す
る
ス
ト
ー
リ
ー
で
す
。
酪
農
が
盛
ん
で
、

共
進
会
に
も
熱
い
こ
の
計
根
別
だ
か
ら
こ
そ
撮
影
す
る
事
が
出
来
た
作
品

と
な
り
ま
し
た
。

　

映
画
祭
出
品
に
あ
た
っ
て
は
、
農
協
を
は
じ
め
、
農
協
女
性
部
、
乳
牛

改
良
連
合
会
、
中
標
津
町
、
計
根
別
に
住
ん
で
い
る
沢
山
の
人
た
ち
に
協

力
を
頂
き
、
地
域
の
繋
が
り
の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

沖
縄
で
の
Ｐ
Ｒ
活
動
に
は
Ｊ
Ａ
け
ね
べ
つ
青
年
部
よ
り
六
名
が
参
加
。

吹
雪
に
よ
る
飛
行
機
の
欠
航
と
い
う
ア
ク
シ
デ
ン
ト
を
乗
り
越
え
て
、
南

国
の
地
に
降
り
立
ち
ま
し
た
。

　

舞
台
挨
拶
で
は
、
冒
頭
か
ら
芸
人
の
「
く
ま
だ
ま
さ
し
」
さ
ん
が
会
場

を
一
気
に
笑
い
に
包
み
ま
し
た
。
上
映
会
で
初
め
て
完
成
さ
れ
た
自
分
達

の
映
画
を
見
た
時
は
こ
の
二
年
間
の
出
来
事
が
頭
を
巡
り
、
何
と
も
感
慨

深
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
映
画
の
公
開
を
通
じ
て
多
く
の
一
般
の

方
々
に
計
根
別
と
酪
農
の
事
を
知
っ
て
も
ら
う
き
っ
か
け
と
な
り
、
本
当

に
夢
の
よ
う
な
時
間
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
機
会
が
な
け
れ
ば
決
し
て
表

に
出
る
事
は
な
か
っ
た
私
達
の
地
域
…
こ
れ
を
機
に
新
規
就
農
者
へ
の
呼

び
か
け
や
後
継
者
対
策
へ
と
展
開
し
て
い
き
、
農
業
離
れ
に
歯
止
め
を
か

け
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

何
よ
り
一
生
に
一
度
の
経
験
を
青
年
部
か
ら
発
信
し
、
地
域
の
方
々
と

や
り
遂
げ
た
事
が
今
後
の
計
根
別
を
活
性
化
へ
と
繋
げ
る
大
き
な
財
産
と

な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
今
回
の
映
画
制
作
で
は
多
く
の
方
に
ご
協
力
頂
き
、
こ
こ
ま
で

進
め
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

《
末
廣　

卓
実
》

地域発信型映画『トップ』上映で計根別PR‼

これからレッドカーペット！

沿道には多くの方々が！

レッドカーペット！

痩せて下さい

みんなの想いを込めて…
久保部長の舞台挨拶。
計根別をＰＲ！

挨拶する笠木監督。
こんな真剣な表情の鹿野副部長

見たことない！

会場を笑いに包んだ
くまだまさしさん

舞台挨拶後…お疲れ？ 束の間の一息 久保部長
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養老牛乳牛改良同志会 講習会開催!
　

三
月
十
八
日
に
養
老
牛
乳
牛
改
良
同
志
会
の
講

習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
講
師
は
ホ
ク
レ
ン
中
標

津
支
所　

酪
農
課
課
長　

山
本
聡
氏
に
お
願
い
し
、

「
乳
価
の
仕
組
み
に
つ
い
て
」
を
題
目
に
行
な
い

ま
し
た
。

　

乳
価
の
仕
組
み
は
細
か
く
紐
解
く
と
非
常
に
複

雑
な
組
成
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
丁
寧
に
説
明

し
て
頂
き
、
乳
価
を
決
定
す
る
上
で
最
も
重
要
な

乳
成
分
、
乳
質
の
改
善
の
重
要
性
が
理
解
で
き
ま

し
た
。
実
際
の
乳
価
か
ら
、
送
乳
経
費
、
安
定
生

産
対
策
経
費
な
ど
が
差
引
さ
れ
、
工
場
か
ら
遠
い

農
家
と
近
い
農
家
の
輸
送
コ
ス
ト
を
均
一
に
す
る講師　山本　聡 氏

真剣に聞き入る会員

終了後、講師を囲んで居残り座談会

な
ど
、
北
海
道
の
全
て
の
農
家
に
格
差
が
無
い
よ

う
な
対
策
も
と
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
近
年

の
燃
料
費
高
騰
に
よ
っ
て
輸
送
コ
ス
ト
が
高
く

な
っ
て
い
ま
す
が
、
集
乳
ル
ー
ト
の
工
夫
や
関
東

圏
へ
の
販
売
な
ど
、
費
用
を
で
き
る
だ
け
カ
バ
ー
で

き
る
よ
う
な
取
り
組
み
も
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　

今
、
生
産
者
の
や
れ
る
こ
と
と
し
て
は
ク

リ
ー
ン
な
生
乳
を
出
荷
し
続
け
る
こ
と
が
、
少

し
で
も
乳
価
を
高
く
す
る
方
法
で
あ
り
、
普
段

の
搾
乳
手
順
を
今
一
度
確
認
す
る
良
い
機
会
と

な
り
、
と
て
も
有
意
義
な
企
画
と
な
り
ま
し
た
。

《
酪
農
課　

中
條
係
》
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三
月
十
四
日
（
金
）、
四
葉
青
年
会
館
に
て
疾
病
講
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
内
容
は
近
年
、
発
生
が
増
加
傾
向
に
あ
る
牛
白
血
病
を
テ
ー
マ
に
、
根
室
地

区
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
西
部
事
業
セ
ン
タ
ー
二
課　

向
井
周
平
獣
医
師
を
講
師
に
招
い
て
開
催

し
ま
し
た
。

　

白
血
病
は
血
液
の
が
ん
と
し
て
認
知
さ
れ
て
お
り
、
地
方
病
性
（
成
牛
型
）
と
散
発

型
（
子
牛
型
、
胸
腺
型
、
皮
膚
型
）
に
分
類
さ
れ
、
発
症
牛
は
全
国
で
平
成
十
年
は

九
六
頭
、
平
成
二
十
三
年
で
は
一
，
七
二
二
頭
と
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
感
染
経

路
は
主
に
血
液
や
乳
汁
で

伝
播
し
、
胎
盤
や
牛
乳
の

給
与
に
よ
る
垂
直
感
染
と

吸
血
昆
虫
や
血
液
付
着
の

器
具
に
よ
る
水
平
感
染
が

あ
り
ま
す
。
臨
床
症
状
と

し
て
、
削
痩
、
元
気
消
失
、

眼
球
突
出
、
下
痢
、
便
秘
、

リ
ン
パ
節
の
腫
脹
な
ど
が

現
れ
ま
す
。
対
策
は
パ
ス

チ
ャ
ラ
イ
ザ
ー
の
使
用
や

除
角
、
削
蹄
等
器
具
の
消

毒
や
吸
血
昆
虫
の
予
防
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
牛
白
血
病
は
身

近
な
病
気
と
し
て
周
知
さ

れ
は
じ
め
、
感
染
さ
せ
な

い
よ
う
に
各
会
員
が
防
疫

対
策
を
し
っ
か
り
と
行
い
、

日
々
の
仕
事
に
励
ん
で
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

《
酪
農
課　

小
林
係
》

　

三
月
二
十
六
日　

ふ
ぁ
ー
ま
っ
く
二

階　

会
議
室
に
て
パ
イ
オ
ニ
ア
ハ
イ
ブ

レ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン　

佐
藤
氏
、
藤
倉
氏

を
招
い
て
デ
ン
ト
コ
ー
ン
に
関
す
る
講

習
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

　

講
習
会
で
は
、
平
均
気
温
が
上
昇
傾

向
に
あ
る
が
根
室
管
内
で
は
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
の
登
熟
に
必
要
な
積
算
温
度
が
安

定
し
て
い
な
い
事
か
ら
、
早
期
の
播
種

と
マ
ル
チ
栽
培
を
実
施
す
る
事
で
収
量

の
確
保
が
出
来
る
た
め
マ
ル
チ
栽
培
を

四葉青年会館にて

東
部
地
区
同
志
会

デ
ン
ト
コ
ー
ン
講
習
会

推
奨
し
て
い
る
と
の
事
で
し
た
。
ま
た
、

草
地
整
備
圃
場
の
雑
草
割
合
の
調
査
を

実
施
し
た
所
四
年
目
以
降
、
雑
草
割
合

が
チ
モ
シ
ー
類
よ
り
多
く
な
っ
て
い
る

事
例
が
有
り
、
理
由
と
し
て
は
不
十
分

な
施
肥
管
理
や
枯
れ
た
草
や
収
穫
残
渣

に
よ
る
マ
ッ
ト
の
形
成
に
よ
っ
て
雑
草

の
増
加
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、
更
新
二

年
目
以
降
に
エ
ア
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施

す
る
事
で
雑
草
防
除
の
効
果
が
期
待
で

き
る
と
の
事
で
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
講
師
の
話
を

熱
心
に
聞
き
、
質
疑
応
答
で
は
多
く
の

質
問
が
飛
び
交
い
ま
し
た
。

《
営
農
振
興
課　

石
川
係
》

講
習
会
開
催
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各 種 総 会JAけねべつ外郭団体

第７回　和牛生産振興会通常総会

計根別農協乳牛検定協会総代会

地区連合協議会・担い手育成協議会定期総会

計根別農協酪農ヘルパー利用組合通常総会

4/11

4/18

4/16

4/18
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●●●  新採用職員紹介  ●●●

販売部 酪農課

外舘　翔太
営農部 営農企画課課

中野あずさ

金融共済部 金融課

佐藤茉梨奈
購買部 燃料部品課

森田　優美

　

は
じ
め
ま
し
て
、
こ
の
度
、
計
根
別
農

業
協
同
組
合
販
売
部　

酪
農
課
に
配
属
と

な
り
ま
し
た
外
舘
翔
太
と
申
し
ま
す
。

　

私
は
計
根
別
農
協
で
昨
年
の
夏
に
二
週

間
、
三
月
中
旬
か
ら
三
週
間
研
修
を
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
お
忙
し
い
中
、
優
し
く

ご
指
導
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
こ
の
三
月
に
Ｊ
Ａ
カ
レ
ッ
ジ
を

卒
業
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
カ
レ
ッ
ジ
で
は
農

協
の
事
を
学
び
、
様
々
な
資
格
を
取
得
し

て
き
ま
し
た
が
、
人
工
授
精
に
つ
い
て
は

全
く
知
識
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
正
直

　

こ
の
度
、
営
農
部　

営
農
企
画
課
に
配

属
と
な
り
ま
し
た
中
野
あ
ず
さ
で
す
。
私

は
生
ま
れ
て
か
ら
二
十
二
年
間
を
道
東
で

過
ご
し
、
こ
れ
か
ら
も
生
ま
れ
育
っ
た
地

で
働
け
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

三
月
中
旬
か
ら
下
旬
の
研
修
期
間
で
は
、

様
々
な
部
署
を
回
ら
せ
て
い
た
だ
き
、
多

く
の
こ
と
を
学
べ
ま
し
た
。
こ
の
期
間
中
、

　

は
じ
め
ま
し
て
。
こ
の
度
、
計
根
別
農

業
協
同
組
合
金
融
共
済
部　

金
融
課
に
配

属
と
な
り
ま
し
た
佐
藤
茉
梨
奈
と
申
し
ま

す
。
私
は
、
三
月
に
別
海
高
等
学
校
普
通

科
を
卒
業
し
ま
し
た
。
酪
農
に
つ
い
て
は
、

授
業
で
少
し
触
れ
た
程
度
だ
っ
た
の
で
、

約
三
週
間
の
研
修
は
新
鮮
な
こ
と
ば
か
り

で
し
た
。
何
も
わ
か
ら
な
い
私
に
優
し
く

ご
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
職
員
の
皆
様
に

は
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

四
月
か
ら
は
金
融
課
に
配
属
と
い
う
こ

と
で
、
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
の
窓
口
を
担
当
す
る

　

こ
の
度
、
計
根
別
農
業
協
同
組
合　

購

買
部
燃
料
部
品
課
に
臨
時
職
員
と
し
て
お

世
話
に
な
り
ま
す
森
田
優
美
と
申
し
ま
す
。

　

ご
存
知
な
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
と
思

い
ま
す
が
、
平
成
二
十
三
年
の
九
月
頃
よ

り
計
根
別
農
協
給
油
所
で
パ
ー
ト
と
し
て

働
き
早
二
年
半
と
な
り
ま
し
た
。
以
前
お

り
ま
し
た
職
場
を
退
職
後
、
ご
縁
が
あ
り

計
根
別
農
協
給
油
所
に
お
世
話
に
な
る
事

と
な
り
、
不
安
も
あ
り
な
が
ら
も
新
し
い

一
歩
を
踏
み
始
め
ま
し
た
。

　

最
初
は
覚
え
る
事
も
多
く
、
日
々
の
仕

事
を
こ
な
し
て
い
く
こ
と
に
一
生
懸
命
で

は
じ
め
は
戸
惑
い
が
あ
り
ま
し
た
が
、
研

修
を
通
じ
て
組
合
員
の
皆
様
や
地
域
の

方
々
の
優
し
さ
を
感
じ
、
人
工
授
精
の
大

切
さ
、
難
し
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

人
工
授
精
師
の
資
格
は
五
月
中
旬
に
受

講
す
る
の
で
、
授
精
師
と
し
て
本
格
的
に

働
け
る
の
は
六
月
か
ら
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
ま
で
は
、
農
協
職
員
と
し
て
沢

山
の
事
を
学
び
な
が
ら
、
授
精
師
の
勉
強

も
し
っ
か
り
し
て
、
皆
様
に
信
頼
さ
れ

愛
さ
れ
る
人
工
授
精
師
に
な
れ
る
よ
う
、

日
々
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　

一
日
も
早
く
一
人
前
の
授
精
師
に
な
れ

る
よ
う
に
、
人
工
授
精
師
と
し
て
の
自
覚

と
責
任
、
そ
し
て
誇
り
を
持
っ
て
努
力
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

皆
様
の
ご
指
導
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

多
く
の
人
々
と
出
会
い
、
優
し
く
ご
指
導

し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
は
こ
の
三
月
に
釧
路
市
に
あ
る
釧
路

公
立
大
学　

経
済
学
部
を
卒
業
し
ま
し
た
。

大
学
で
は
地
域
経
済
や
企
業
経
営
、
非
営

利
組
織
に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
し
た
。
大

学
で
培
っ
た
も
の
を
少
し
で
も
役
立
て
れ

ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

右
も
左
も
わ
か
ら
な
い
未
熟
者
で
す
が
、

精
一
杯
努
力
し
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。
元

気
い
っ
ぱ
い
明
る
く
組
合
員
の
皆
様
の
為

に
働
い
て
い
き
ま
す
の
で
、
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

こ
と
に
な
り
ま
す
。
金
融
に
つ
い
て
は
経

験
が
な
く
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で

す
が
、
先
輩
職
員
の
姿
を
見
な
が
ら
少
し

で
も
早
く
仕
事
を
覚
え
て
い
き
た
い
で
す
。

ま
た
、
高
校
生
の
と
き
に
資
格
を
取
得
し

た
簿
記
や
情
報
処
理
の
知
識
を
仕
事
に
活

か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
計
根
別
農
業
協
同
組
合
に
勤
め
る

に
あ
た
り
、
十
八
年
間
過
ご
し
て
き
た
別

海
町
を
離
れ
、
計
根
別
で
一
人
暮
ら
し
を

す
る
こ
と
に
な
り
、
不
安
な
こ
と
が
多
い

で
す
が
、
地
域
行
事
に
も
参
加
す
る
な
ど

し
て
早
く
こ
の
土
地
に
慣
れ
て
い
き
た
い

で
す
。

　

ま
だ
ま
だ
未
熟
者
で
す
が
、
一
日
で
も

早
く
組
合
員
さ
ん
の
顔
と
名
前
を
覚
え
て
、

多
く
の
こ
と
を
学
び
、
地
域
の
酪
農
発
展

の
た
め
に
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
の
で
、

こ
れ
か
ら
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

組
合
員
の
皆
様
方
と
ど
う
接
す
れ
ば
良
い

の
か
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
皆
様
が

優
し
く
声
を
か
け
て
下
さ
っ
た
り
、
会
話

し
て
下
さ
っ
た
り
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
る
事
が
出
来
、
気
持
ち
に
も
余
裕

が
持
て
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
な
に
よ

り
皆
様
の
暖
か
さ
に
触
れ
る
度
に
「
も
っ

と
こ
の
職
場
で
皆
様
の
為
に
何
が
出
来
る

の
か
？
そ
し
て
自
分
の
為
に
も
何
を
し
た

ら
良
い
の
か
？
」
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
、

い
ま
私
に
出
来
る
事
、
明
る
く
元
気
に
笑

顔
で
接
客
し
、
お
客
様
を
気
持
ち
良
く
送

り
出
す
事
を
心
が
け
て
毎
日
の
仕
事
を
す

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

職
員
に
な
る
為
、
専
門
の
学
校
を
出
て

い
る
わ
け
で
も
無
い
私
で
も
今
出
来
る
事
、

そ
し
て
こ
れ
か
ら
職
員
と
し
て
や
ら
な
く

て
は
い
け
な
い
事
を
見
極
め
、
一
生
懸
命

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
こ

れ
か
ら
も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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総　　会

理 事 会監 事 会

組 合 長

企画会議

理事兼務参事

購 買 委 員 会
販 売 委 員 会
総務企画委員会

バルククーラー
管理運営委員会

監 査 室

営　農　部 金融共済部販　売　部購　買　部 総　務　部

総
務
電
算
課

審　

査　

課

金　

融　

課

共　

済　

課

営
農
支
援
課

営
農
振
興
課

営
農
企
画
課

畜
産
販
売
課

生
産
セ
ン
タ
ー

生
乳
販
売
課

酪　

農　

課

Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー

資
材
生
活
課

燃
料
部
品
課

総　

務　

係

経
理
電
算
係

審　

査　

係

金　

融　

係

共　

済　

係

営
農
相
談
係

生
産
技
術
係

基
盤
整
備
係

生
産
企
画
係

組
織
広
報
係

畜
産
販
売
係

生
産
セ
ン
タ
ー
係

生
乳
販
売
係

酪　

農　

係

資　

材　

係

生　

活　

係

燃
料
部
品
係

JAけねべつ
機構改革 西塚　秀夫

佐藤　良文

理事兼務
部長　谷川　好則

部長　中瀬　　満

係
長
課
長
兼
務　

係　

羽
田　

依
世

   係
長
課
長
兼
務　

係　

成
戸　

道
典
・
佐
藤　

愛
里

   係
長
課
長
兼
務　

係　

深
瀬　
　

望

係
長
部
長
兼
務　

主
任　

沼
倉　

由
希　
係　

渡
辺
お
り
絵
・
倉
田　

瑠
美
・
福
本　

留
未

　
　
　
　
　
　
　

須
貝　

侑
平
・
佐
藤
茉
梨
奈
（
試
用
職
員
）

係　
　
　
　

長　

川
目　
　

聡　

 

係　

石
神
亜
希
子
・
片
岡　

尚
子

係
長
課
長
兼
務　

係　

渡
辺　

礼
南

係
長
課
長
兼
務　

係　

吉
田　

和
弘

   係
長
課
長
兼
務　

係　

石
川　

将
貴

係
長
課
長
兼
務

   係
長
課
長
兼
務　

係　

沼
倉　

亜
季
・
中
野
あ
ず
さ
（
試
用
職
員
）

係
長
課
長
兼
務　

係　

筒
井　

悌
紀
・
大
槻　

勝
一
・
坂
元
み
ち
る 

   係
長
セ
ン
タ
ー
長
兼
務　

係　

須
藤　
　

功
・
喜
来　
　

実

係
長
主
幹
兼
務　

係　

白
幡　

明
大

係　
　
　
　

長　

萱
岡　
　

智　
係　

佐
々
木　

完
・
星
野　

洋
平
・
小
林　

央
知

　
　
　
　
　
　
　

森
脇　

拓
也
・
片
岡　

美
幸
・
中
條　

匡
晃
・
田
村　

慎
吾

　
　
　
　
　
　
　

斎
藤　

有
利
・
外
舘　

翔
太
（
試
用
職
員
）

係　
　
　
　

長　

堀
田　

秀
哉　
係　

田
渕　

弘
行
・
小
高　

亜
季
・
高
橋
久
美
子

   係　
　
　
　

長　

中
野　
　

庶
（
店
長
兼
務
）　

係　

河
原　

未
来

   係　
　
　
　

長　

太
田　
　

孝　
係　

玉
置　

博
斗
・
森
田　

優
美
（
臨
時
職
員
）

組織機構図及び
職員配置図
平成26年4月1日現在

部長　佐々木照弘部長　松岡　幸樹部長　須崎　　徹

男子職員　41名
女子職員　20名
合　計 　61名

※ 太字 は４月１日付昇格及び異動

課
長　

蛎
崎　

康
夫

課
長
総
務
電
算
課
長
兼
務

課
長
部
長
兼
務

課
長　

大
友　

賢
治

課
長　

金
野　

智
樹

課
長　

熊
谷　

昌
仙

課
長　

大
矢
根
裕
辞

課
長　

岩
本　

忠
敏

　
　

　
　
セ
ン
タ
ー
長
部
長
兼
務

課
長　

高
橋　

英
穂

主
幹　

藤
田　

恒
久

課
長　

深
見　
　

亮

セ
ン
タ
ー
長

　
　
　

川
目　
　

剛

課
長　

佐
藤　

厚
柱

主
幹　

中
島　

昇
（
嘱
託
職
員
）

佐
藤
茉
梨
奈
（
試
用
職
員
）

係

玉
置

博
斗
・
森
田

優
美
（
臨
時
職
員
）

係

長

中
野

庶
（
店
長
兼
務
）

部長 須崎　　徹 部長 松岡　幸樹 部長　佐々木照弘 部長 中瀬　　満理事兼務
部長　谷川　好則

外
舘

翔
太
（
試
用
職
員
）

中
野
あ
ず
さ
（
試
用
職
員
）

係

田
渕

弘
行

太字
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中標津町営牧場使用料が改定されました

６月２日は自動車税の納期限です

詳しい内容・お問い合わせは 役場農林課畜産係 …… 電話 ７３－３１１１（内線 373）
開陽台牧場 …………… 電話 ７４－２２６８

問い合わせ先 納税に関するご相談は、　根室振興局　地域政策部　税務課納税係　　
☎（0153）２４－５４６６（税務課納税係直通）

　消費税率の改定に伴い、町営牧場使用料（放牧料）が下記のとおり改定されました。
（平成26年４月１日）

　自動車税は、４月１日現在で運輸支局に登録されている自動車の名義人（所有者）にかかる税金です。
今年の納期限は６月２日です。
　また、納めた時の「納税証明書」は車検時に必要になります。車検証と一緒に大切に保管しましょう。

※入牧手数料（500円）及び受精卵移植捕獲手数料（2,500円）は現行どおり

（１日につき）
区　　　　　　　分 基 本 料 金 改 定 前（税込) 改 定 後（税込)

６か月齢以上の牛（育成) ２２５円 ２３６円 ２４３円
人工及び受精卵移植希望牛 ２５８円 ２７０円 ２７８円
妊 　 　 娠 　 　 牛 ２５８円 ２７０円 ２７８円

農業者年金を
受給されている皆さまへ

 現況届の用紙が届くのはいつ？
　５月末日頃に直接受給権者ご本人あてに農業者年金基金から送付されます。
 現況届の提出はいつ？    ６月30日までに農業委員会に提出してください。
 現況届の提出を忘れたら？   11月支給分から年金の支払いが差し止めになります。
　①経営移譲年金・特例付加年金を受給している方
　受給権者ご本人が、農地等を取得するなどして農業を再開していないこと（初めて現況届を提出される
方の場合は、農業所得の申告などの諸名義が経営移譲の相手方に変更していること）などをお確かめのう
え、現況届に署名・記入して６月30日までに農業委員会に提出し内容の確認を受けてください。
　②農業者老齢年金を受給している方
　受給権者ご本人が、現況届に署名・記入して６月30日までに農業委員会に提出してください。
＊ 上記①または②において、受給権者ご本人が署名・記入することが困難な場合は、代理人（親族等）が
署名・記入をしてください。
＊現況届は、農業委員会のほか、役場の各支所・連絡事務所へ提出して頂いても結構です。

現況届は、年金を受給するために
必要な毎年の手続きです。

現況届は
忘れずに提出を!
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計根別農協（ホクチクファーム） 初生トク　㌔単価　4月25日現在 1,300円

畜　　　　種 出場 成立 最　高 最　低 平　均 先月との差
乳牛・ホル　初妊 489 450 665,700 346,500 555,557 1,779
乳牛・ホル初妊ET 25 22 779,100 525,000 683,980 －9,920
乳牛・ホ無　初妊 16 11 619,500 367,500 471,832 －9,068
乳牛・ホル　経産牛 1 0
その他の乳用種 1 1 500,850 500,850 500,850
合　　　　計 532 484 779,100 346,500 559,379 4,802

市 場 情 報

生 乳 販 売 情 報
平成25年度3月末　管内農協生乳受託実績表　（㎏）

ホクレン十勝地区家畜市場（音更町）
肉牛（和牛）市場　3月14日開催分　　　　　　税込み

計根別農協乳牛頭数・肉用牛頭数 ４月１日現在
乳　　用　　種（区分） 頭   数 先月との差

未 経 産 1 2 ヶ 月 未 満 3,623 130
未 経 産 1 2 ヶ 月 以 上 3,999 －123
そ の 他 の 未 経 産 30 1

計 7,652 8
経　 産　 牛（ ホ　 ル ） 10,609 51
そ の 他 の 経 産 牛 28 3

計 10,637 54
合　　　　　　　計 18,288 62

肉　　用　　種（区分） 頭   数 先月との差
黒 毛 和 種　 メ ス 560 0
黒 毛 和 種　 オ ス 82 19

計 642 19
Ｆ １（ 交 雑 種 ）　 メ ス 63 16
Ｆ １（ 交 雑 種 ）　 オ ス 54 －19

計 117 35
合　　　　　　　計 735 －67
総　　　合　　　計 19,047 85

畜　　　　種 出場 成立 最　高 最　低 平　均 先月との差
肉牛・黒毛　メス 591 550 744,450 24,150 467,405 －9,108
肉牛・黒毛　メスＥＴ 160 153 741,300 315,000 523,319 －11,911
肉牛・黒毛　メス計 751 703 744,450 24,150 478,604 －9,635
肉牛・黒毛　オス
肉牛・黒毛　去勢 702 673 793,800 270,900 575,225 －2,332
肉牛・黒毛　去勢ET 172 160 796,950 316,050 601,650 －9,786
肉牛・黒毛　去勢計 874 833 796,950 270,900 577,761 －5,874
繁 殖 ・ 黒 毛 64 64 792,750 287,700 466,856 44,369
繁殖・乳用交雑種 6 6 416,850 393,750 400,750
廃 用 ・ 黒 毛 66 66 463,050 148,050 292,584 28,837
廃 用 ・ 褐 毛 1 1 225,750 225,750 225,750
廃 用肉専用種 1 1 233,100 233,100 233,100 －49,875

農　　協　　名
月　　　　　計 累　　　　　計

搾乳戸数
乳　　　量 前年比 乳　　　量 前年比

Ｊ Ａ 標 津 町 8,127,095 95.4 97,633,555 98.1 142
Ｊ Ａ 中 標 津 町 10,315,317 93.7 125,576,228 97.0 179
Ｊ Ａ け ね べ つ 7,065,947 96.3 83,928,015 96.1 149
Ｊ Ａ 中 春 別 9,624,510 94.8 114,750,440 96.2 175

道
東
あ
さ
ひ

西 春 別 支 所 7,806,632 94.0 95,215,568 96.6 162
上 春 別 支 所 5,124,949 94.1 62,485,493 96.2 80
別 海 本 所 13,185,204 92.5 163,478,621 96.0 260
根 室 支 所 3,851,252 95.2 47,951,730 96.5 90
小　　　　計 29,968,037 93.5 369,131,412 96.3 592

合　　　　　計 65,091,906 94.3 791,019,650 96.6 1,237

畜　　　　種 出場 成立 最　高 最　低 平　均 先月との差
初生・ホル　オス 194 193 92,880 1,080 60,027 9,963
初生・ホル　フリーマチン 12 11 18,360 108 7,275 1,575
初生・ホル　メス 12 12 235,440 15,120 171,720 －8,763
初生・F1　オス 97 97 254,880 2,160 180,739 －1,176
初生・F1　メス 97 97 196,560 54,000 135,301 1,718
初生・和牛　オス 24 21 452,520 251,640 364,783 －28,217
初生・和牛　メス 16 15 344,520 119,880 271,440 －37,916
初生・肉専用種　オス 2 2 157,680 144,720 151,200 25,200
初生・肉専用種　メス
初生・そ の 他　オス 3 3 14,040 108 6,876 5,826
乳牛・ホル　育成 12 12 384,480 164,160 307,080 52,741
乳牛・ホル　初妊 21 19 600,480 462,240 541,705 111,316
乳牛・ホ無　初妊牛 1 1 403,920 403,920 403,920 －53,880
乳牛・ホル　経産 221 221 559,440 54,000 228,071 －8,062
乳牛・ホ無　経産 17 16 287,280 116,640 185,625 －206,025
肉素・乳用交雑(Ｆ１)メス
肉素・乳用交雑(Ｆ１)オス 1 1 144,720 144,720 144,720
肉素・ホル中トク　メス
肉素・ホル中トク　ヌキ
肉素・ホル中トク　オス 2 2 70,200 66,960 68,580
肉素・ホル12ヶ月以上メス 8 8 268,920 86,400 181,845 24,905
肉素・ホル　オス 1 1 221,400 221,400 221,400
肉素・黒毛和種メス
肉素・黒毛和種ヌキ
廃用・肉専用種
廃 用 ・ ホ ル 141 141 266,760 32,400 151,039 11,424
廃用・黒毛和種 2 2 287,280 258,120 272,700 7,050
繁 殖 黒 毛 和 種

ホクレン根室家畜市場 一般市場　4月2日開催分　 税込み

ホクレン根室家畜市場 乳牛市場（セール）　3月17日開催分  税込み



普及センター通信普及センター通信

根室農業改良普及センター

北根室支所

72-2163
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春
先
の
草
地
管
理
は
１
番
草
の
収

量
や
サ
イ
レ
ー
ジ
の
品
質
に
大
き
く

影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
ほ
場
管
理
を

し
っ
か
り
実
施
し
て
高
品
質
な
牧
草

を
収
穫
し
ま
し
ょ
う
！

１
．
早
春
の
施
肥
に
つ
い
て

　

チ
モ
シ
ー
は
萌
芽
期
に
分
げ
つ
茎

（
新
し
い
芽
）
を
形
成
し
ま
す
（
写

真
１
）。
こ
れ
が
成
長
し
て
１
番
草

に
な
り
ま
す
。
分
げ
つ
茎
が
た
く
さ

ん
作
ら
れ
る
ほ
ど
１
番
草
の
収
量
は

多
く
な
り
ま
す
。

最
大
と
な
り
、
施
肥
が
中
、
下
旬
と

遅
れ
る
に
つ
れ
て
収
量
が
減
少
す
る

の
が
わ
か
り
ま
す
。

　

根
室
管
内
の
萌
芽
期
は
４
月
下
旬

頃
で
す
。
萌
芽
期
か
ら
幼
穂
形
成
期

ま
で
の
施
肥
は
１
番
草
の
出
穂
茎
数

を
左
右
し
ま
す
。
天
気
や
草
地
の
状

い
る
そ
う
で
す
。

２
．
パ
ス
チ
ャ
ー
ハ
ロ
ー
の
活
用

　

パ
ス
チ
ャ
ー
ハ
ロ
ー
は
堆
肥
の
塊

や
前
年
の
２
番
草
収
穫
後
に
伸
び
た

残
草
の
枯
れ
草
を
、
ほ
ぐ
し
て
散

ら
す
役
割
が
あ
り
ま
す
（
写
真
２
）。

堆
肥
の
塊
を
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
放

置
す
る
と
、
そ
の
下
に
あ
る
牧
草
は

枯
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
堆
肥

の
塊
や
枯
れ
草
が
１
番
草
収
穫
時
に

サ
イ
レ
ー
ジ
に
混
入
す
る
と
、
発
酵

品
質
に
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
施
肥

前
の
４
月
中
に
パ
ス
チ
ャ
ー
ハ
ロ
ー

を
活
用
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
？

春先の草地管理について

写真１　萌芽期の分げつ茎の形成

図１　早春の施肥時期が１番草収量、
有穂茎数に及ぼす影響（根釧農試1986）

写真2　枯れ草、堆肥塊を散らす！

写真３　今一度作業機の点検を！

３
． 

草
地
、
作
業
機
の
再
確
認

　

草
地
に
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら

ス
ム
ー
ズ
に
作
業
を
進
め
ら
れ
る
よ

う
に
今
か
ら
ト
ラ
ク
タ
、
作
業
機
の

点
検
整
備
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
！

（
写
真
３
）。

　

ま
た
雪
解
け
後
に
ほ
場
の
ゴ
ミ
や
、

鹿
の
角
が
草
地
に
落
ち
て
い
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
ト
ラ
ク
タ
や
作
業
機

を
壊
し
て
し
ま
う
原
因
に
も
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。
春
一
番
に
草
地
の
見
回

り
を
行
い
、
異
常
が
な
い
か
確
認
し

ま
し
ょ
う
！

１
．
早
春
の
施
肥
に
つ
い
て

２
．
パ
ス
チ
ャ
ー
ハ
ロ
ー
の
活
用

３
．
草
地
、
作
業
機
の
再
確
認

態
に
よ
っ
て
は
作
業
が
遅
れ
て
し
ま

う
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
で
き
る
限

り
早
め
に
施
肥
を
行
い
ま
し
ょ
う
！

　

あ
る
農
場
で
は
よ
り
早
く
施
肥
す

る
た
め
、
通
常
使
用
す
る
散
布
機
の

他
に
、
昔
使
っ
て
い
た
軽
い
小
型
ブ

ロ
ー
ド
キ
ャ
ス
タ
を
持
っ
て
い
ま
す
。

土
が
ま
だ
軟
ら
か
い
状
態
で
も
草
地

に
入
れ
る
た
め
、
軽
い
ブ
ロ
ー
ド

キ
ャ
ス
タ
を
使
用
す
る
工
夫
を
し
て

　

図
１
は
施
肥
時
期
が
１
番
草
収
量
、

有
穂
茎
数
に
及
ぼ
す
影
響
を
示
し
た

も
の
で
す
。
５
月
上
旬
に
施
肥
し
た

時
が
、
茎
数
が
多
く
１
番
草
収
量
が

農
作
業
事
故
に
は
十
分
気
を
つ

け
て
作
業
を
進
め
て
下
さ
い
。



中標津警察だより
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クロスワードパズル【タテのカギ】 【ヨコのカギ】

抽選の結果下記の方が当選いたしました。
プレゼントを組織広報係でお受け取り下さい。

クロスワードパズル
住　所

氏　名

ＴＥＬ

ご意見をお寄せ下さい。（季節の便りなど何でもけっこうです）

答え

15

あ
と
が
き

　

四
月
に
入
り
雪
解
け
が
進
み
、
牧
草
地
の
雪
も
消
え
か
か
り
春
の
匂
い
が
感

じ
ら
れ
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

　

さ
て
、
い
よ
い
よ
二
十
六
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
乳
価
は
上
が
っ
た
も
の

の
配
合
飼
料
や
生
産
資
材
の
価
格
上
昇
な
ど
酪
農
経
営
を
圧
迫
し
て
お
り
ま
す
。

更
に
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
や
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
行
方
に
よ
り
酪
農
環
境
が
悪
化
し
、
酪
農
家
戸
数

も
減
少
傾
向
を
辿
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

今
後
に
お
い
て
は
、
み
ん
な
で
「
今
何
が
で
き
る
か
」、「
何
を
す
べ
き
か
」

を
再
確
認
し
な
が
ら
集
落
を
活
性
化
し
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。

１　 ピカピカのランドセルで今

日から一年生

２　学校のバザーに品物を提供

３　創始者、本家本元

４　 字画の複雑な漢字を簡略に

書いた文字

５　錠にあけた穴

７　食後きれいに洗います

９　トンビがさらうもの？

11　 よく聞こうとして耳を澄ま

して立てるもの

14　 ○○を回すと美しく変化す

る万華鏡

16　 『○○よさらば』は、ヘミ

ングウェーの小説

18　白、赤、八丁といえば

１　 春、家の○○にも花がたく
さん咲きました

２　 気持ちがふさぐ心配ごとや
懸念

５　 ○○○症にもマスクが欠か
せません

６　 ときにはカメにも負ける動
物です

８　 出来が粗雑で質の悪い○○
○品

10　 会場にほとんど人が入って
いない状態

12　 便りがないのは○○のしら
せ

13　 踏んだり蹴ったり、○○○
○にハチ

15　湯のみの底にいつしかつく
17　 長髪の女学生、定番のヘア

スタイル
19　 警察が事件のあと、手がか

りを聞いて歩く
20　寿司で、イカの足といえば

● 正解者５名の方にすてきなプレゼントを
さしあげます。なお、正解者多数の場合
は抽選とさせていただきます。

《応募方法》左下の点線の部分を事務所内
　 （販売機横）の投書箱へ。または、組織
広報係までＦＡＸ（78-2556）お願いし
ます。

《締め切り》平成26年５月15日まで
　当選者の発表は「けねべつ」５月号誌上

Ｃ

ＢA

Ｄ

Ｅ

Ｆ

1 2 3 4

5

6 7 8 9

10 11 12

13 14

15 16 17 18

19 20

13

クロスワードパズル
３月号の答え ヒナニンギョウ

工藤　信也さん　斉藤　長市さん　笹島　金郎さん
小林　　孝さん　武田　千代さん

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ
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　大成地区の渡辺薫生さんの長
女　彩花さんと別海町中春別出
身の森田智也さんが12月19日
に入籍致しました。
　彩花さんは以前より渡辺牧場
で働いておりましたが、結婚を
機に後継者として智也さんと共
にこの４月より渡辺牧場に就農
致しました。
　結婚の報告を受け、西塚組合
長よりパートナー歓迎金を４月
２日智也さんに手渡しました。
　どうぞ末永くお幸せに‼

12月19日入籍

森　田　智　也さん
彩　花さん

新

♥婚
♥カ♥ッ

♥プ♥ル♥紹
♥介


